
目的・目標の達成度

市民への効果

共働の相乗効果

○採点の基準
　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である

最終評価 Ｂ

講評

地元企業の情報を，学生目線で取材し発信することで，就職活動の対象を「福岡の
企業」にも広げることに一定の成果があったと思われます。

今後は，地元企業や地域の経済団体との連携や，学生による取材という新たなコン
テンツとしてのビジネス化等により事業を継続されることを期待します。

令和２年度の状況 共働の成果を活かしそれぞれが実施
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共働のプロセス Ｂ
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Ｂ
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